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市
制
施
行

100
周
年
に
向
け
て

　
　
　
　    

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

　
市
制
90
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10
年
後
の
100
周
年
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　
市
制
90
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10
年
後
の
100
周
年
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

■
津
山
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０
１
９
発
行

　
２
月
上
旬
か
ら
配
布
開
始

■
津
山
土
岐
家
歴
史
遺
産
の
展
覧
会

　
２
月
10
日
㈰・11
日
㈪
㈷ 

津
山
土
岐
家
記
念
館（
田
町
）

■
津
山
市
制
施
行
90
周
年
記
念
式
典

　
２
月
11
日
㈪
㈷ 

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山（
ア
ル
ネ
・
津
山

７
階
：
新
魚
町
）

■
津
山
市
在
宅
医
療・介
護
連
携
推
進
事
業｢

在
宅
医
療・

介
護
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

　
３
月
２
日
㈯ 

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー（
大
田
）

■
市
民
の
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

　
３
月
９
日
㈯ 

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

■
津
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　
３
月
下
旬
〜
４
月
下
旬 

津
山
城（
鶴
山
公
園
）、
衆
楽

園
ほ
か

■
道
の
駅｢

久
米
の
里｣

仙
人
ま
つ
り

　
４
月
28
日
㈰ 

道
の
駅｢

久
米
の
里｣

（
宮
尾
）

■
阿
波
ふ
る
さ
と
祭
り

　
５
月
19
日
㈰ 

阿
波
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会
館（
阿
波
）、

阿
波
森
林
公
園（
阿
波
）

■
津
山
市
中
高
生
訪
問
団　
友
好
交
流
都
市
ア
メ
リ
カ

サ
ン
タ
フ
ェ
市
派
遣
事
業

　
７
月
20
日
㈯
～
８
月
１
日
㈭ 

サ
ン
タ
フ
ェ
市（
米
国
）

　
今
年
、
開
催
予
定
の
ま
ち
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

90
周
年
に
花
を
添
え
ま
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

主
な
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業

■
津
山
納
涼
ご
ん
ご
ま
つ
り
IN
吉
井
川

　
８
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰  
吉
井
川
河
岸
緑
地
公
園
、
ご

ん
ご
通
り

■
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
IN
塩
手
２
０
１
９

　
８
月
12
日
㈪
㉁ 

塩
手
池（
市
場
）

■
２
０
１
９
津
山
市
民
総
合
音
楽
祭

　
合
唱
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
＝
９
月
１
日
㈰
、
合
唱
室

内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
＝
９
月
８
日
㈰
、
日
本
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
＝
９
月
15
日
㈰ 

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

■
津
山
洋
学
資
料
館
秋
季
企
画
展

　
10
月
12
日
㈯
～
11
月
17
日
㈰ 

津
山
洋
学
資
料
館（
西

新
町
）

■
つ
や
ま
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
10
月
13
日
㈰ 

津
山
陸
上
競
技
場（
志
戸
部
）、
津
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
勝
部
）

■
ふ
れ
あ
い
広
場
久
米
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
10
月
20
日
㈰ 

久
米
総
合
文
化
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
中
北
下
）、
久
米
公
民
館（
中
北
下
）

■
サ
ン
タ
フ
ェ
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

　
10
月（
予
定
）ザ・シ
ロ
ヤ
マ
テ
ラ
ス
津
山
別
邸
（
山
下
）

■
か
も
谷
ま
つ
り

　
11
月
３
日
㈰
㈷ 

加
茂
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場（
加
茂
町
中
原
）

■
岩
屋
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
11
月
３
日
㈰
㈷ 

喬
松
小
学
校（
坪
井
上
）集
合

■
津
山
市
写
真
展「
み
ま
さ
か
の

い　
ま
現
在
」

　
11
月
13
日
㈬
〜
20
日
㈬ 

市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル（
ア

ル
ネ
・
津
山
４
階
：
新
魚
町
）

■
つ
や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
12
月（
予
定
）
津
山
総
合
体
育
館

然豊かで愛着のある阿波をこれか
らも守っていきたい

どもは地域の宝。心豊かな育ちを
応援したい

たしは津山市と同じ90歳。これ
からも笑顔で元気に過ごしたい

年後は20歳。将来はメイクのお
店を開きたいな

年、成人式を迎えました。将来は
Ｕターンして津山で働きたい

域の輪である「ほほえみ彩菜」を
さらに魅力的にしていきたい

　
消
防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の
生
命

や
財
産
、
生
活
を
守
る
た
め
、
災
害
に

備
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
過
疎
が

進
む
地
域
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
住
民

同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
地
域
を
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
市
内
外
の
小
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚

園
、
図
書
館
、
親
子
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
毎
週
、
こ
け
な
い
か
ら
だ
体
操
に
通

っ
て
、
参
加
者
同
士
で
楽
し
く
体
操
や

会
話
を
し
て
い
ま
す
。
元
気
で
100
歳
を

迎
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
通
い
続

け
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
〈
紗
弥
さ
ん
〉
お
し
ゃ
れ
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。
人
が
喜
ぶ
姿
が
好
き
な
の

で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
メ
イ
ク
の
お
店

を
開
き
た
い
で
す
。〈
千
恵
子
さ
ん
〉津

山
を
盛
り
上
げ
る
若
者
に
な
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
で
電
気
電

子
工
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
県
外
で
就
職
し
ま
す
が
、
将
来
は
、

愛
着
の
あ
る
津
山
に
戻
っ
て
来
て
、
電

子
機
械
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
企
業
で

働
き
た
い
で
す
。

　
ほ
ほ
え
み
彩
菜
で
は
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
地
域
の
新
鮮
・
安

心
・
安
価
で
お
い
し
い
野
菜
や
加
工
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
元
気
に

で
き
る
よ
う
仲
間
を
増
や
し
、
後
継
者

を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。図書館ボランティアグル

ープ「たんぽぽの家｣

10歳になる子がいる家庭 第69回津山市成人を祝
う会実行委員会

勝北マルシェ「ほほえみ
彩菜」勝北青空部会

（南方中）

(加茂町百々） （院庄）

（西中）
代表 楢本 真弓さん

小西紗弥さん (加茂小
４年生)、千恵子さん 委員長立垣 僚大さん

会長 芦田 昭雄さん

自

子 わ

10 今

地

こけないからだ体操

（川崎）
参加者 岡田 民子さん

津山市消防団阿波北分団

（阿波）
団員 植月 勇人さん


